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海
を
渡
っ
た
日
本
の
教
育 

―
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
的
教
育
文
化
の
越
境
と
再
創
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は
じ
め
に 

 

二
〇
〇
八
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
日
本
人
移
民
百
周
年
を
迎
え
、
各
地
で
数
々
の
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
「
成
功
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
移
民
で
す
が
、
六
月
二

一
日
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
サ
ン
ボ
ド
ロ
モ
（
毎
年
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
会
場
）
で
行

わ
れ
た
記
念
式
典
の
パ
レ
ー
ド
も
、
初
期
移
民
の
苦
労
や
ホ
ス
ト
社
会
で
の
差
別
、
戦
争
と
い
っ
た
多
く

の
苦
難
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
の
「
成
功
」
と
い
う
物
語
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
式
典
を
開
催
し
百
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
確
か
に
日
本
人
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い

て
一
定
の
「
成
功
」
を
お
さ
め
た
こ
と
の
証
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

同
時
に
、
日
系
社
会
内
で
も
、
日
系
人
や
移
民
研
究
の
研
究
者
間
で
も
、
一
九
〇
八
年
以
来
一
世
紀
間

の
大
き
な
総
括
が
必
要
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
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の
一
定
の
「
成
功
」
を
勝
ち
取
っ
た
日
本
人
移
民
で
す
が
、
そ
の
「
成
功
」
の
一
因
は
教
育
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の
担
い
手
は
、
日
本
生
れ
の
一
世
か
ら
二
、
三
世
に
世
代
交
代
し
て
お
り
ま

す
が
、
い
わ
ゆ
る
二
世
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
、
特
に
戦
前
期
に
教
育
を
受
け
た
人
び
と
は
、
正

負
両
面
に
お
い
て
日
本
的
な
教
育
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
ひ
と
頃
よ
く
「
ジ
ャ
ポ
ネ
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
日
本
人
・

日
系
人
は
保
証
付
き
で
あ
る
」（
信
頼
で
き
る
）
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
日
本
人
・
日
系
人
は
嘘
を
つ

か
な
い
、
約
束
を
守
る
、
時
間
に
遅
れ
な
い
、
い
い
加
減
な
仕
事
を
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
肯
定
的
な
評

価
を
表
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
日
本
在
住
の
日
本
人
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
も
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
新
し
い
引
っ

越
し
先
で
、
医
者
や
歯
医
者
さ
ん
を
探
す
と
き
、
電
話
帳
で
サ
ト
ウ
や
ス
ズ
キ
や
イ
ノ
ウ
エ
と
い
っ
た
日

系
人
の
名
前
を
も
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
探
す
と
い
う
こ
と
を
今
で
も
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
も
「
ジ
ャ
ポ

ネ
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」
の
一
例
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
こ
数
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の
現
職
あ
る
い
は
元

連
邦
議
員
や
高
級
軍
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
お
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
中
に
は
、
自
分
た
ち
の
「
成
功
」

に
つ
い
て
日
本
的
教
育
を
受
け
た
こ
と
を
大
き
な
要
因
と
し
て
語
る
人
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
を

「
修
身
」
の
授
業
を
受
け
た
お
か
げ
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
何
人
か
い
て
、
逆
に
「
日
本
は
な
ぜ
修
身
教
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育
を
復
活
さ
せ
な
い
の
か
」
と
私
に
尋
ね
る
人
も
い
ま
し
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
と
い
う
名
門
大
学
が
あ
り
、
入
学
す
る
の
も
卒
業
す
る
の
も
難
し

い
大
学
で
す
が
、
一
九
七
〇
年
代
終
わ
り
ご
ろ
の
調
査
で
、
各
学
部
の
日
系
学
生
の
平
均
が
一
五
％
で
あ

り
、
理
工
系
の
学
部
の
場
合
、
二
〇
％
を
超
え
る
と
言
わ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。「
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

に
入
り
た
け
れ
ば
、
予
備
校
に
行
く
よ
り
、
日
本
人
を
一
人
殺
せ
」
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
日

本
人
や
日
系
人
に
は
笑
え
な
い
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
り
、
実
際
誰
か
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
お
話
も
聞
き
ま
せ
ん

が
、
日
系
人
の
教
育
熱
心
さ
を
表
す
極
端
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
も
つ
日
系
人
で
す
が
、
そ
れ
は
教
育
と
い
う

局
面
に
お
い
て
よ
り
顕
著
な
特
徴
や
動
き
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
今
日
は
、「
海
を
渡
っ
た
日

本
の
教
育
」
と
題
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
子
弟
の
教
育
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、「
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
教
育
機
関
（
日
本
人

学
校
や
寄
宿
舎
）
を
通
じ
た
日
本
的
教
育
文
化
の
越
境
と
再
創
の
プ
ロ
セ
ス
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
歴
史
的
背

景
、
現
代
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
私
の
当
面
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

今
日
の
発
表
は
、
こ
う
い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
、
私
が
こ
こ
数
年
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
で
実

施
し
た
調
査
の
成
果
と
し
て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
か
？
、
今
な
ぜ
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
教
育
研
究
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
次



4 

の
よ
う
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
戦
前
に
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
、
戦
後
に
五
万
三
六
五
七
人
と
い
う
、
世
界
で
も
っ

と
も
多
く
の
日
本
人
移
民
を
受
け
入
れ
た
国
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。 

・
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
日
本
帝
国
の
非
勢
力
圏
で
も
っ
と
も
多
く
の
日
系
教
育
機
関
が
存
在
し
た
こ
と
①

。 

・
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
植
民
地
や
ハ
ワ
イ
・
米
本
土
を
対
象
と
す
る
研
究
に
比
べ
て
、
蓄
積

が
寡
少
で
あ
る
こ
と
②

。 

・
移
民
子
弟
の
教
育
の
研
究
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
お
け
る
文
化
継
承
や
複
数
集
団
間
で
の
相
互

的
な
文
化
伝
達
お
よ
び
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
「
文
化
化
」
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

・
私
自
身
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
の
現
場
に
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
資
料

収
集
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
。 

・
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
戦
前
期
の
日
系
教
育
を
受
け
た
人
び
と
（
い
わ
ゆ
る
二
世
世
代
）
が
ど
ん
ど

ん
亡
く
な
っ
て
お
り
、
史
料
も
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
研
究
と
し
て
は
、
資
料
の
面
か
ら
危
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
。 
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以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
研
究
状
況
だ
け
で
な
く
、
資

料
収
集
や
聞
き
取
り
調
査
の
面
か
ら
も
、
調
査
・
研
究

が
急
が
れ
る
わ
け
で
す
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
国 

 

ブ
ラ
ジ
ル
は
土
地
が
広
く
、
第
二
次
大
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
世
界
で
も
っ
と
も
多
く
の
日
本
人
移
民
を

受
け
入
れ
て
き
た
国
で
す
。
現
在
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
国
と
な
ら
ん
で

B
R

IC
s

と
呼
ば
れ
る
新
興
経
済
大

国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
にF

IFA

ワ

ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
、
二
〇
一
六
年
に
は
リ
オ
・
デ
・
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
注
目
さ
れ
つ
つ
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
国
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
本
題
に
入
る
前
に
、
予
備
知

国名 ブラジル連邦共和国（República Federativa do Brasil） 

面積 8,547,403.5 平方キロメートル（日本の 22.6 倍） 

人口 1 億 9,148 万人（2009 年） 

首都 ブラジリア  人口 261 万人（2009 年） 

元首 ルイス・イナシオ・ルーラ・ダ・シルバ（Luiz Inácio Lula da Silva）

（2007 年 1 月 1 日就任、2 期目、任期 4 年） 

言語 ポルトガル語、その他トゥピ・グァラニー語など 

宗教 カトリック（74％）、プロテスタント（15％）（2000 年） 

GDP 1 兆 5,740 億 3,382 万ドル（2009 年） 

時差 日本時間－12 時間（サマータイム実施期間は－11 時間） 

表 1：ブラジルの一般情報 
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識
と
し
て
少
し
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
表
1｢

ブ
ラ
ジ
ル
の
一
般
情
報｣

に
示
し
た

よ
う
に
、
国
土
は
日
本
の
約
二
三
倍
の
面
積
を
持
ち
、
天
然
資
源
が
豊
富
で
、
一
九
世
紀
か
ら
多
く
の
移

民
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
人
口
は
二
億
人
近
く
、
人
的
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

表
2
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
国
別
入
移
民
数
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
移
民
送
出
国
と
し
て
は
、
イ
タ
リ

ア
が
最
も
多
く
、
一
九
世
紀
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
に
一
五
〇
万
人
を
越
え
る
移
民
が
入
国
し
て
い
ま
す
。

国 入移民数（人） 
イタリア 1,513,151 
ポルトガル 1,462,117 
スペイン 598,802 
ドイツ 253,846 
日本 188,622 
ロシア 123,724 
オーストリア  94,453 
シリア・レバノン  79,509 
ポーランド  50,010 
ルーマニア  39,350 
イギリス  32,156 
リトアニア  28,961 
ユーゴスラビア  23,053 
スイス  18,031 
フランス  12,103 
ハンガリー   7,461 
ベルギー   7,335 
スウェーデン   6,315 
チェコ   5,640 
その他 347,354 
合計 4,903,991 

表 2：ブラジルにおける国別入移民数

（1819～1947） 

出所：ブラジル日本商工会議所編（2005）
『現代ブラジル辞典』p. 222 から転載 
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次
い
で
旧
宗
主
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
日
本
と
続
き
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、

一
九
四
七
年
以
前
、
す
で
に
約
五
〇
〇
万
人
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
ま
さ
に
「
移
民
の
国
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

本
日
の
発
表
で
は
、
先
ほ
ど
の
関
心
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
分
け
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

1. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
の
歴
史 

2. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
機
関
の
分
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
（
ど
の
よ
う
な
学
校
が
あ
っ
た
の
か
？
） 

3. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
機
関
の
教
育
活
動
（
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
か
？
） 

4. 

ま
と
め
に
か
え
て
（
こ
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
？
） 

 

1. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
の
歴
史 

で
は
、
ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
の
歴
史
に
つ
い
て
、
概
略
を
説
明
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
手
元
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
史
略
年
表
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
（
本
編
で
は
、
巻
末
に
掲
載
）
。 

 

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
公
的
な
第
一
回
の
移
民
は
、
一
九
〇
八
年
六

月
一
八
日
に
サ
ン
ト
ス
港
に
入
港
し
た
七
九
三
人
の
い
わ
ゆ
る
笠
戸
丸
移
民
で
す
③

。
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
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の
日
本
移
民
受
け
入
れ
は
、
基
本
的
に
農
業
移
民

で
あ
り
、
家
族
移
民
が
前
提
で
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
時
に
赤
ん
坊
だ
っ
た
移
民
、
入
国
直
後

に
生
れ
た
赤
ん
坊
は
、
六
、
七
年
後
の
一
九
一
五

年
頃
に
学
齢
期
に
達
す
る
わ
け
で
す
。
偶
然
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）

年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
部
の
コ
ン
デ
・
デ
・
サ

ル
ゼ
ー
ダ
ス
通
り
と
い
う
急
坂
の
ふ
も
と
に
大
正

小
学
校
が
創
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
正
小
学

校
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
日
系
教
育
機
関
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
④

。 

 

グ
ラ
フ
1
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇

年
代
中
頃
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
日
本
か

ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
は
最
盛
期
を
迎
え
、
戦

前
移
民
の
六
五
％
が
こ
の
時
期
、
一
九
二
四
年
か

ら
三
〇
年
代
末
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
し
ま
す
。 

グラフ 1：ブラジル日本人移民数の推移 
（黒瀬郁二（2003）『東洋拓殖会社』日本経済評論社より転載） 
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大
正
小
学
校
の
後
、
一
九
一
六
年
に
は
桂
小
学
校
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
グ
ア
ペ
郡
）
、
一
九
一
七
年
に

は
ノ
ー
バ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
小
学
校
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
郊
外
コ
チ
ア
）
、
旭
小
学
校
（
同
州
平
野
植
民
地
）
、

ア
グ
ア
・
リ
ン
パ
小
学
校
（
同
州
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
）
な
ど
一
部
の
農
村
地
帯
の
日
系
小
学
校
も
開
校
し
て

い
ま
す
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編
、
一
九
九
六
、
三
八
・
四
〇
頁
）
。
た
だ
、
一
九
一
八
年
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
北
西
地
方
（
後
に
日
本
人
移
民
の
集
住
地
帯
と
な
る
）
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
語
教
育
は
皆

無
に
近
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
育
で
さ
え
大
耕
地
を
の
ぞ
く
他
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
⑤

。
内
陸
農
村
地
帯
の
日
系
教
育
機
関
は
、
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
の
開
拓
前
線
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
2
は

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
機
関
数
の
推
移
」
で
す
が
、
こ
れ
を
見
て
い
た
だ
い
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一

九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
、
急
激
に
日
系
教
育
機
関
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
家
族
移
民
が
条
件
だ
っ
た
の
で
、
当
然
、
学
齢
期
の
子
ど
も
の
数
も
増
え
、
学
校
数
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
日
系
移
民
も
子
弟
教
育
に
お
金
を
つ
か
う
経
済
力

を
つ
け
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
学
校
数
増
加
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
一
九
二
七
年
に
は
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
日
本
総
領
事
館
の
お
声
が
か
り
で
、
在
伯
日
本
人
教
育
会
と
い
う
連
絡
組
織
が
発
足
し
ま
す
。
一

九
二
九
年
八
月
に
は
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校
父
兄
会
に
発
展
し
ま
す
。

こ
の
組
織
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
団
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
、
各
地
で
ば
ら
ば
ら
に
教
育
を
行
っ
て
い
た
日
系
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教
育
機
関
の
統
制
を
は
か
り
、
日

本
政
府
か
ら
の
補
助
の
窓
口
と
な

り
ま
し
た
。
一
九
三
二
年
四
月
の

統
計
で
は
、「
日
本
人
小
学
校
」
は

未
公
認
の
も
の
も
含
め
る
と
一
八

五
校
に
の
ぼ
り
、
教
師
数
は
日
本

語
二
一
一
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
一

四
一
人
を
数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
（
日
本
移
民
80
年
史
編
纂
委

員
会
、
一
九
九
一
、
一
一
八
頁
）
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
順
調
に
発
展
し

て
い
く
か
に
見
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
系
教
育
で
す
が
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化
し
ま
す
。
日
本
で
は
こ
の
時
期
は
、

世
界
大
恐
慌
や
満
州
事
変
を
経
て
、
軍
部
が
台
頭
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
さ
か
ん
に
な
り
ま
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
の
も
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
が
高
揚
し
ま
す
。

グラフ 2：ブラジルの日系教育機関数の推移 
（青柳編（1953）、伯剌西爾時報編（1933）、同（1938）、
サンパウロ日本人学校父兄会（1934）などから作成） 
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こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
を
変
容
さ
せ
ま
す
が
、
移
民
た
ち
に

と
っ
て
は
同
化
の
促
進
・
強
制
と
い
う
形
で
現
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
移
民
に
と
っ
て
も
っ
と
も

大
き
な
影
響
と
し
て
は
、
一
九
三
四
年
の
憲
法
に
よ
っ
て
、
外
国
移
民
二
分
制
限
法
が
制
定
さ
れ
、
一
年

に
入
国
で
き
る
移
民
数
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
過
去
五
〇
年
間
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
定
着
し
た
当

該
国
人
の
総
数
に
対
し
、
毎
年
そ
の
一
〇
〇
分
の
二
（
二
％
）
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
定
め
た
法
律
で
す
。
こ
の
比
率
だ
と
、
日
本
移
民
の
入
国
定
数
は
毎
年
二
五
〇
〇
人
程
度
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
当
時
、
移
民
送
出
国
の
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
数
が
激
減
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
一
九
三
三
年
に
は
日
本
移
民
が
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
を
数
え
、
こ
れ
が
全
外
国
人
移

民
数
の
半
分
を
超
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
移
民
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
一
種
の
排
日
移
民
法
で
あ
っ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。 

一
九
三
七
年
に
は
、
新
国
家
体
制
（
エ
ス
タ
ー
ド
・
ノ
ー
ヴ
ォ
）
と
呼
ば
れ
る
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
大
統
領
の

独
裁
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
そ
の
内
容
は
、
革
命
に
よ
る
独
裁
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
国
家

の
統
一
を
推
し
進
め
、
表
面
上
は
民
衆
の
政
治
参
加
を
強
調
し
、
国
民
共
通
の
意
識
と
し
て
の
『
ブ
ラ
ジ

リ
ダ
デ
』
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
民
族
中
心
の
政
策
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
住

田
、
二
〇
〇
〇
、
一
二
七
～
一
二
八
頁
）
。
州
ご
と
の
独
立
性
の
強
か
っ
た
、
ま
た
外
国
か
ら
の
移
民
と
そ

の
子
孫
た
ち
が
独
自
の
言
語
や
文
化
、
特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
た
状
況
を
強
力
な
独
裁
体
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制
の
下
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
国
民
国
家
に
統
一
す
る
と
い
う
政
策
で
し
た
。
こ
の
体
制
の
移
民
政
策
に
つ

い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
移
民
の
同
化
政
策
が
実
施
さ
れ
、
移
民
の
ブ

ラ
ジ
ル
化
と
い
う
こ
と
が
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
中
で
日
本
人
移
民
や
そ
の
子
弟
教
育
と
い
う
も
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
当
局
に
ど
う
映
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

例
え
ば
、
日
本
の
外
務
省
外
交
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
た
資
料
の
中
に
「
学
校
関
係
雑
件
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
り
ま
す
。「
通
公
第
一
一
三
号
」
と
い
う
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
一
二
月
五
日
に
、
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
臨
時
代
理
公
使
野
田
良
治
か
ら
外
務
大
臣
本
野

一
郎
宛
に
送
ら
れ
た
公
電
の
写
し
で
す
。 

 

通
公
第
一
一
三
号 

在
伯 

臨
時
代
理
公
使 

野
田
良
治 

外
務
大
臣
法
学
博
士
子
爵
本
野
一
郎
殿 

 

日
本
学
校
開
設
に
関
す
る
質
問
書
伯
国
下
院
に
提
出
セ
ラ
レ
タ
ル
件 

伯
国
聯
邦
下
院
議
員
中
新
聞
紙
上
に
何
等
か
の
目
新
し
き
記
事
の
掲
載
せ
ら
れ
た
る
を
発
見
す
る
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毎
に
其
の
事
件
の
大
小
軽
重
に
論
な
く
且
当
該
記
事
の
真
偽
如
何
を
問
は
ず
直
ち
に
政
府
に
対
し
質

問
書
提
出
の
奇
癖
を
有
す
る
為
、
頗
る
著
名
と
な
れ
る
「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
」
州
選
出
の
一
青
年

議
員
「
マ
ウ
リ
シ
オ
・
デ
・
ラ
セ
ル
ダ
」（M

au
recio de L

acerda

）
氏
よ
り
客
月
二
九
日
を
以
て

日
本
学
校
開
設
に
関
す
る
一
の
質
問
書
を
下
院
に
提
出
せ
り
。 

右
質
問
書
提
出
の
動
機
は
其
の
前
日
本
汽
船
「
タ
コ
マ
」
丸
入
港
し
当
日
の
夕
刊
新
聞A

 N
oticia 

が
同
港
入
港
に
関
す
る
記
事
中
に
同
船
に
て
日
本
教
師
数
名
渡
伯
せ
る
旨
を
報
道
し
た
る
に
あ
り
て

同
氏
質
問
の
要
旨
は
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
」
州
日
本
人
植
民
地
（
複
数
を
用
ひ
た
り
）
に
お
け
る
日
本
学

校
開
設
を
防
止
す
る
為
め
如
何
な
る
処
置
を
執
り
た
る
か
に
関
し
政
府
の
報
告
を
求
む
」
と
い
ふ
に

あ
り
（
以
下
略
）
（
外
務
省
記
録
「
学
校
関
係
雑
件
」
第
七
巻
）
⑥

。 

 

こ
の
記
事
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
「
日
本
人
の
不
同
化
」
の
原
因
が
日
本
人
学
校
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
に
が
に
が
し
く
思
っ
て
い
た
当
局
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
⑦

。 

 

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
は
ど
の
よ
う
な
日
系
子
弟
（
二
世
）
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
日
系
教
育
は
、
日
本
語
教
育
で
は
な
く
、「
日
本
人
」
を
つ
く
る
た
め
の
教
育
だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
（
前

山
、
二
〇
〇
一
、
五
五
頁
）
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
資
料
が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。 
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日
本
の
お
友
達
へ 

ブ
ラ
ジ
ル
国
パ
ウ
リ
ス
タ
線
東
京
植
民
地
小
学
校
五
年 

長
場
謙
爾 

 

今
日
先
生
か
ら
二
千
六
百
年
祭
の
お
話
を
き
ゝ
ま
し
た
。
僕
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
れ
ま
し
た
が
日
本

人
で
あ
る
こ
と
を
大
へ
ん
あ
り
が
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
は
今
ち
よ
う
ど
夏
で
す
。
大
そ
う
暑
う
御
座
い
ま
す
。
今
は
ど
ち
ら
を
見
て
も
畠
は
み

ん
な
植
付
し
て
あ
り
ま
す
。
も
う
早
蒔
の
芽
が
出
て
靑
々
と
し
て
居
ま
す
。
僕
達
の
住
ん
で
ゐ
る
所

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
パ
ウ
リ
ス
タ
線
、
モ
ツ
カ
驛
か
ら
三
粁
ば
か
り
離
れ
た
植
民
地
で
す
。
名
は
東
京

植
民
地
と
い
ひ
ま
す
。
（
中
略
） 

 

朝
八
時
か
ら
晝
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
語
を
習
つ
て
晝
か
ら
日
本
語
を
習
つ
て
ゐ
ま
す
。
日
本
語
は
主
に

修
身
、
算
術
、
讀
本
を
習
つ
て
ゐ
ま
す
。
先
生
や
お
父
さ
ん
達
か
ら
日
本
の
お
話
を
き
く
度
に
僕
も

一
度
日
本
へ
行
つ
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
う
し
て
日
本
の
美
し
い
景
色
や
櫻
を
見
て
富
士
山
へ

も
登
つ
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
僕
は
ま
だ
新
聞
が
よ
く
讀
め
ま
せ
ん
が
先
生
や
日
本
の
兵
隊
さ
ん

の
強
い
こ
と
を
聞
く
度
に
僕
も
兵
隊
さ
ん
に
負
け
ぬ
や
う
に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
お
國
の
爲
に
つ
く

し
た
い
と
思
つ
て
居
ま
す
（
日
本
力
行
会
編
、
一
九
四
〇
、
一
八
二
頁
）
。 

 

こ
れ
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
（
一
九
四
〇
）
を
記
念
し
て
日
本
力
行
会
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
海
外
日
系
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小
学
生
の
作
品
集
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
、
書
い
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
生
れ
の
日
系
小
学
生
で
す
。
こ
の
作

文
に
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発
揚
の
機
会
を
と
ら
え
た
書
き
手
の
気
張
り
や
教

師
の
指
導
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
強
い
作
品
が
選
択
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
こ
う
し
た
点
を
差
し
引
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、「
日
本
の
兵
隊
さ
ん
の
強
い
こ
と
を

聞
く
度
に
僕
も
兵
隊
さ
ん
に
負
け
ぬ
や
う
に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
お
國
の
爲
に
つ
く
し
た
い
と
思
つ
て
居

ま
す
」
な
ど
と
い
う
記
述
に
、
遠
隔
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
球
の
反
対
側
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
立
派
な
「
小
国
民
」
が
育
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
大
正
小
学
校
で
も
、「
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
曲
」
が
踊
り
と
と

も
に
練
習
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
作
文
の
中
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
土
の
広
さ
や
自
然
の

雄
大
さ
を
誇
ら
し
げ
に
書
く
姿
勢
も
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
日
本
一
辺
倒
な
と
ら
え
方
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
の
二
世
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

と
い
う
二
つ
の
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
は
ざ
ま
で
た
い
へ
ん
苦
悩
し
た
世
代
で
す
。
そ
う
し
た

苦
悩
や
矛
盾
、
相
克
を
か
か
え
な
が
ら
、
日
本
人
移
民
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
戦
争
の
時
代
へ
突
入
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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2. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
機
関
の
分
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格 

次
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
機
関
と
い
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な
学
校
が
あ
っ
た
の
か
？
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
の
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
戦
前
期
の
日
系
諸
教
育
機
関
は
、
次
の
よ
う
に
分
類

で
き
る
と
思
い
ま
す
（N

E
G

A
W

A
, 2009, p. 305

）
。 

 

①
小
学
校 

②
中
学
校 

③
農
業
学
校
・
実
業
学
校
（
専
門
学
校
） 

④
私
塾 

⑤
女
学
校 

⑥
寄
宿
舎
・
ペ
ン
ソ
ン
（
下
宿
屋
） 

⑦
洋
上
小
学
校 

  
 

こ
こ
で
は
す
べ
て
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
る
時
間
的
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
系

小
学
校
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
九
三
〇
年
代
末
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
五
〇
〇
～
六
〇
〇
校

あ
っ
た
と
い
う
日
系
教
育
機
関
の
大
部
分
が
、
い
わ
ゆ
る
小
学
校
で
す
。
一
口
に
小
学
校
と
い
っ
て
も
、
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丸
太
小
屋
の
よ
う
な
校
舎
に
就
学
期
間
が
三
～
四
年
の
農
村

小
学
校
か
ら
、
日
本
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
尋
常
科
六

年
だ
け
で
な
く
高
等
科
や
補
習
科
を
そ
な
え
た
小
学
校
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。 

写
真
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

農
村
地
帯
に
最
初
の
頃
建
て
ら
れ
た
小
学
校
と
い
う
の
は
、

大
概
こ
の
よ
う
な
丸
太
小
屋
で
、
先
生
に
来
て
も
ら
う
の
も

一
苦
労
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
写
真
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
隣
の
パ
ラ
ナ
州
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
に
一
九
三

三
年
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
中
央
区
小
学
校
の
開
校

式
で
す
。
晴
れ
の
日
で
子
ど
も
た
ち
は
靴
を
履
い
て
い
ま
す

が
、
ふ
だ
ん
は
裸
足
で
走
り
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
最
後
列
は
佐
藤
先
生
夫
妻
で
、
奥
の
丸
太
小
屋
は

先
生
夫
婦
の
教
員
住
宅
だ
そ
う
で
す
。
内
陸
部
の
農
村
地
帯
で
は
、
家
を
建
て
て
や
り
で
も
し
な
い
と
、

な
か
な
か
先
生
に
は
来
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

次
に
都
市
部
の
小
学
校
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
最
古

の
小
学
校
は
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
コ
ン
デ
・
デ
・
サ
ル
ゼ
ー
ダ
ス
通
り
に
創
設
さ

写真2：ロンドリーナ中央区小学校（1933） 
沼田信一氏提供 
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れ
た
大
正
小
学
校
で
す
。
最
初
は
教
師
一
人
、
生
徒
三
人
の
小
規
模
な
寺
子
屋
方
式
で
し
た
が
、
次
第
に

発
展
し
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
、
父
兄
会
の
協
力
と
総
領
事
館
の
全
面
的
支
援
に
よ
り
、
現
在
ブ
ラ
ジ
ル

日
本
文
化
協
会
ビ
ル
の
あ
る
サ
ン
・
ジ
ョ
ア
キ
ン
通
り
の
新
校
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。
新
た
に
購
入
し
た

新
校
舎
は
、
一
階
に
八
教
室
、
職
員
室
、
二
階
に
は
教
育
父
兄
会
の
寄
宿
舎
を
備
え
て
い
ま
し
た
。
写
真
3

は
一
九
三
九
年
の
同
小
学
校
高
等
科
の
卒
業
前
の
記
念
写
真
で
す
が
、
背
景
に
は
立
派
な
新
校
舎
が
写
っ

て
い
ま
す
。
一
九
三
二
年
か
ら
は
、
日
本
の
外
務
省
を
通
じ
て
、
日
本
の
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
複
数
の

教
師
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
〇
年
代
に

は
教
師
十
数
人
、
生
徒
約
三
〇
〇
人
を
数
え
る
ブ

ラ
ジ
ル
日
系
教
育
の
モ
デ
ル
校
的
機
関
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
天
長
節
を
は
じ
め
と
す
る

四
大
節
な
ど
日
系
社
会
の
主
要
行
事
も
、
こ
の
小

学
校
で
領
事
館
員
の
立
会
い
の
も
と
に
執
り
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
コ
ロ
ニ
ア
一
の
学
校
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
正
小
学
校
の
後
、
桂
小
学
校
や
ノ
ー

バ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
小
学
校
な
ど
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

写真 3：大正小学校と高等科の生徒たち

（1939）ジェニー脇坂氏提供 
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州
各
地
に
多
く
の
日
系
小
学
校
が
開
校
し
て
い
く
の
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
で
す
。 

 

次
に
②
の
中
学
校
で
す
が
、
ま
だ
調
査
中
で
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
九
三
〇
年
代

末
に
お
い
て
、
三
つ
の
日
系
中
等
教
育
機
関
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
プ
レ
ジ

デ
ン
テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
商
業
学
校
、
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
中
学
校
（G

in
ágio S

ão P
au

lo

）
、

バ
ス
ト
ス
中
学
校
の
三
つ
（
そ
れ
ぞ
れ
一
九
三
九
年
創
立
）
で
す
（
青
柳
編
、
一
九
五
三
、
二
〇
一
～
二

〇
二
頁
）
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
詳
し
い
資
料
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
の
調
査
・
研
究
に
俟

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

③
の
農
業
学
校
・
実
業
学
校
は
、
い
わ
ゆ
る
実
業
専
門
学
校
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
ユ
ニ
ー
ク
な
例
が

見
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
暁
星
学
園
と
い
う
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
地
区
に
あ
っ
た
日
系
実
業

学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
岸
本
昴
一
（
一
八
九
八
～
一
九
七
七
）
と
い
う
新
潟
県
出
身
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
師
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
す
が
、
初
等
教
育
部
門
の
他
に
、
勤
労
部
と
い
う
部
門
が
あ
り
ま
し

た
。
農
村
出
身
の
貧
し
い
少
年
少
女
た
ち
を
寄
宿
舎
に
収
容
し
、
同
校
付
属
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
で
働

か
せ
た
り
し
な
が
ら
授
業
を
受
け
さ
せ
、
夜
学
へ
通
わ
せ
た
り
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
（
写
真
4
）
。
ま
た
、

エ
メ
ボ
イ
実
習
農
場
と
い
う
日
本
で
中
等
教
育
を
受
け
た
少
年
た
ち
を
受
け
入
れ
、
農
業
の
実
地
教
育
を

授
け
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の
将
来
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
農
業
専
門
教
育
機
関
も
あ
り
ま
し
た
。 
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④
の
私
塾
に
つ
い
て
は
小
規
模
な
学
校
が
多
く
、

記
録
が
少
な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
先
ほ
ど
の
大
正
小
学
校
も
、
も
と
は
教
師

一
人
、
生
徒
三
人
の
私
塾
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
例
外
的
に
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

の
が
聖
州
義
塾
で
す
。
こ
の
義
塾
は
、
同
志
社
大
学

出
身
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
小
林
美
登
利
（
一
八

九
一
～
一
九
六
一
）
に
よ
っ
て
、
一
九
二
五
年
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
に
創
設
さ
れ
た
私
塾
・
教
会
・
寄
宿
舎
が

一
体
と
な
っ
た
教
育
機
関
で
す
。
新
来
移
民
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
日
系
子
弟
に
日
本
語
を
教
え
る
ク
ラ
ス
や
日
曜
学
校
の
他
、
柔
道
場
、
剣
道
場
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
野
球
や
相
撲
な
ど
も
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
小
林
美
登
利
が
剣
道
家
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
同
塾
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
最
初
に
剣
道
場
を
開
い
た
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
塾
は
、『
聖
州
義

塾
々
報
』
と
い
う
一
種
の
総
合
雑
誌
を
一
九
三
〇
年
か
ら
毎
年
発
行
し
、
移
民
の
啓
蒙
活
動
に
努
め
ま
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ
き
、「
大
和
魂
を
そ
な
え
た
よ
き
ブ
ラ
ジ
ル
市
民
」
の
育
成
を
め
ざ
し
ま

す
が
、
戦
時
中
の
一
九
四
二
年
に
当
局
の
命
令
で
閉
塾
に
追
い
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
写
真
5
の
前
列

写真4：暁星学園付属のクリーニング工場

（年代不明）イサク岸本氏提供 
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右
か
ら
三
人
目
が
塾
長
の
小
林
美
登
利
で
す
。 

⑤
の
女
学
校
も
ユ
ニ
ー
ク
な
例
で
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
一
九
三
〇
年
代
に
出
現
し
ま
す
。
こ

れ
は
女
子
教
育
の
専
門
家
の
方
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
本
土
に
は
、

日
系
の
女
子
中
等
教
育
機
関
は
発
達
し
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
い
て
特
徴
的
な
日
系
教
育
機
関
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。「
花
嫁
学
校
」
と
も
呼
ば
れ
、
こ
こ
で

日
本
語
と
日
本
式
礼
儀
作
法
を
し
つ
け
ら
れ
た

女
性
た
ち
は
、
日
系
リ
ー
ダ
ー
や
V
I
P
た

ち
の
花
嫁
予
備
軍
的
な
位
置
づ
け
で
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
た
い
へ
ん
高
水
準
の
教
育
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
女
学
院
は
、
赤
間
み
ち
へ
（
一
九
〇
三
～

二
〇
〇
五
）
と
そ
の
夫
赤
間
重
次
に
よ
っ
て
、

写真 5：聖州義塾と小林美登利（1937） 
前列右から三人目小林、小林眞登氏提供 



22 

一
九
三
〇
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
「
裁
縫
教
授
所
」
を
前
身
と
し
ま
す
。
一
九
三
五
年
に
は
、
日
本
語
小

学
部
・
検
定
準
備
科
・
実
科
高
等
女
学
部
を
次
々
と
設
置
し
ま
し
た
。
中
で
も
実
科
高
等
女
学
部
の
設
置

に
は
、「
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
（
中
略
）
単
に
裁
縫
技
術
の
教
授
だ
け
で
な
く
、
将
来
社
会
の
教
育
界
に

そ
の
一
端
を
に
な
え
る
指
導
者
の
養
成
を
期
し
、
在
伯
邦
人
社
会
に
於
け
る
女
子
中
等
教
育
事
業
に
先
鞭

を
つ
け
た
」（
佐
藤
、
一
九
八
五
、
七
二
頁
）
と
、
日
系
女
子
教
育
史
に
お
け
る
画
期
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
年
の
四
月
に
は
校
誌
『
學
友
』（
第
三
号
か
ら
『
學
友
会
誌
や
ま
と
』
に
改
称
）
が

創
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
三
七
年
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
部
を
新
設
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
私
立
学
校
令
に
も
と

づ
く
私
立
学
校
と
し
て
公
認
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
名
を
「
エ
ス
コ
ー
ラ
・
パ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ル
・
ア
カ
マ
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
」
と
し
、
日
本
語
名
を
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
女
学
院
」
に
改
称
、
付
属
寄
宿
舎
大
和
女
学
寮
を
有

し
、
一
九
三
八
年
の
時
点
で
、
在
校
生
七
〇
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
女

学
院
の
他
に
も
、
同
じ
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
の
ガ
ル
ヴ
ォ
ン
・
ブ
エ
ノ
通
り
に
日
伯
実
科
女
学
校
（
一
九

三
二
年
創
立
）
が
あ
り
、
人
気
を
二
分
し
て
い
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
両
女
学
校
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
学
校
法
人
と
し
て
大
戦
を
生
き
の
び
ま
し
た
。
特
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
女
学
院
は
、
戦
後
、
ピ

オ
ネ
イ
ロ
学
園
と
し
て
総
合
学
園
化
し
、
現
在
は
幼
稚
園
・
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
八
〇
〇
余
名
の
生
徒

を
有
す
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
有
力
私
立
学
校
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。 

⑥
の
寄
宿
舎
・
ペ
ン
ソ
ン
（
下
宿
屋
）
も
一
種
の
教
育
機
関
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
付
属
の
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も
の
だ
け
で
は
な
く
、
単
一
運
営
の
寄
宿
舎

も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
世
界
最
大

の
日
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
タ
ウ
ン
と
し
て
知
ら
れ

る
サ
ン
パ
ウ
ロ
東
洋
街
が
あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
は
、
か
つ
て
日
系

ペ
ン
ソ
ン
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

内
陸
部
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
出
て
き
た
移
民

子
弟
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
ペ
ン
ソ
ン
や
学
校

付
属
の
寄
宿
舎
で
共
同
生
活
を
し
、
学
校
に

通
っ
た
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
寄
宿
舎
・
ペ

ン
ソ
ン
の
中
で
日
本
語
の
読
み
書
き
、
し
つ

け
を
習
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育

機
関
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

移
民
船
内
で
洋
上
小
学
校
と
も
い
う
べ
き
も

の
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
⑧

。
ブ
ラ
ジ
ル
移

写真 6：サンパウロ女学院と教師・生徒たち（1930 年代後半） 
アントニオ赤間氏提供 
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民
は
基
本
的
に
家
族
移
民
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
子
ど
も
移
民
（
ブ
ラ
ジ
ル
で
労
働
力
と
み
な
さ
れ
た

の
は
一
二
歳
以
上
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
航
海
は
、
第
一
回
の
笠
戸
丸
で
五

二
日
間
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ア
フ
リ
カ
喜
望
峰
回
り
の
南
米
東
岸
航
路
だ
と
約
二
ヶ
月
の
期
間
を
洋
上
で
過

ご
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の
長
い
航
海
の
期
間
を
利
用
し
て
、
移
民
船
内
で
開
か
れ
た
の
が
洋
上
小
学
校
で

す
。
こ
れ
ら
の
小
学
校
は
、
船
長
や
輸
送
監
督
が
校
長
、
事
務
長
が
教
頭
、
船
客
の
中
か
ら
教
師
経
験
者

や
高
学
歴
者
を
見
つ
け
て
教
師
と
し
、
例
え
ば
、
若
狭
丸
な
ら
「
若
狭
丸
小
学
校
」
、
さ
ん
と
す
丸
な
ら
「
さ

ん
と
す
村
小
学
校
」
と
い
う
よ
う
に
、
船
の
名
前
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
前
に
は
校
長
名

で
修
了
証
書
ま
で
配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
確
認

で
き
た
洋
上
小
学
校
の
最
古
の
記
録
は
、
一
九
二
四

年
の
し
か
ご
丸
の
航
海
の
例
で
す
。
商
船
三
井
社
史

編
纂
室
で
見
つ
け
た
ら
ぷ
ら
た
丸
の
船
内
新
聞
「
船

内
ニ
ュ
ー
ス
」
に
は
、「
ら
ぷ
ら
た
小
学
校
が
明
日
よ

り
開
校
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
お
知
ら
せ
が
回
覧
さ
れ
、

尋
常
科
一
年
生
か
ら
高
等
科
二
年
生
ま
で
一
八
人
の

児
童
・
生
徒
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
写
真
7

参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
移
民
子
弟
の
教
育
は
、
少
な

写真 7：らぷらた小学校開校を伝える

「船内ニュース」の記事（1935） 
商船三井社史編纂室提供 
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く
と
も
大
正
末
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
に
よ
っ
て
断
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
出
身

母
村
の
小
学
校
か
ら
洋
上
小
学
校
を
経
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
機
関
ま
で
連
続
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
お
わ
か
り
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

以
上
、
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
日
系
教
育
機
関
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
理
解

で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 3. 

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
機
関
の
教
育
活
動 

 

で
は
、
三
番
目
に
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
教
育
機
関
で
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
教
育
機
関
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育

活
動
を
中
心
に
、
科
目
・
シ
ラ
バ
ス
、
教
材
・
教
授
法
、
課
外
活
動
、
日
本
文
化
の
継
承
に
分
け
て
、
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
は
、「
日
本
と
同
等
」
で
あ
る
こ
と
に
価
値
を
み
と
め
て
い
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
日
本
語
教
育
と
い
う
よ
り
、「
日
本
人
」
に
な
る
た
め
の
教
育
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
い
う
の
は

先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
習
得
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
日
本
と
同
等
」
以
上
の

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
小
学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
た
科
目
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
ふ
つ
う
、
修
身
・
読
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本
・
綴
り
方
・
理
科
・
唱
歌
・
歴
史
・
地
理
・
算
術
・
体
操
な
ど
日
本
の
文
部
省
規
定
に
準
ず
る
も
の
で

し
た
。
た
だ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
よ
う
な
都
市
部
、
バ
ス
ト
ス
や
ア
リ
ア
ン
サ
と
い
っ
た
日
系
の
国
策
的
大

移
住
地
の
小
学
校
で
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
科
目
が
教
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
農
村
部
の
多
く
の
学
校
で
は

常
に
教
師
不
足
や
教
材
・
教
具
の
不
備
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
科
目
が
す
べ
て
十
全
に
機

能
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
も
ば
ら
ば
ら
な
学
年
が
一
つ
の
教
室
に
集
ま
っ
て
行

わ
れ
る
複
式
授
業
が
ふ
つ
う
で
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
四
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
お
い
て
「
十
歳
未

満
の
者
に
外
国
語
の
教
授
を
禁
止
」
す
る
法
令
⑨

が
成
立
し
た
た
め
に
、
日
系
の
小
学
校
で
も
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
教
育
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
実
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
午
前
中
は
日
本
人
教
師
に
よ

る
日
本
語
、
午
後
か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
教
師
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
い
う
ふ
う
に
、
意
図
し
な
い
形
で

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
を
行
っ
て
い
た
学
校
も
多
く
、
聖
書
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
歴
史
、
地
理
が
教
え
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。  

で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
教
科
書
が
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
授
業
以
外
で
は
、
日
本
の
国
定
教
科
書
を
使

う
の
が
ふ
つ
う
で
し
た
。
一
九
三
六
年
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
初
の
日
本
語
教
科
書
で
あ
る
『
日
本
語
讀
本
』

が
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
発
刊
さ
れ
る
ま
で
は
（
あ
る
い
は
発
刊
さ
れ
て
か
ら
も
）
、
日
本
の
国
定
教

科
書
で
あ
る
、
『
小
學
國
語
讀
本
』
、
『
尋
常
小
學
修
身
書
』
な
ど
と
い
う
教
科
書
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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二
〇
〇
八
年
二
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ボ
ツ
カ
ツ
と
い
う
田
舎
町
に
調
査
に
行
っ
た
時
、
一
人
の
元
日
系
小

学
校
の
生
徒
だ
っ
た
人
（
故
人
）
が
所
有
し
て
い
た
数
十
冊
の
教
科
書
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
日
本
の
国
定
教
科
書
や
早
稲
田
の
講
義
録
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
か
な
り
の
分
量
の
日
本
の

国
定
教
科
書
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
日
本
の
国
定
教
科
書
の
内
容

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
状
に
合
わ
な
い
た
め
、
一
九
三
〇
年
代
中
頃
か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

台
頭
を
背
景
に
、『
日
本
語
讀
本
』
ほ
か
、『
ブ
ラ
ジ
ル
地
理
』『
ブ
ラ
ジ
ル
歴
史
』
、『M

in
h

a P
atria 

私

た
ち
の
国
』
と
い
っ
た
独
自
教
科
書
が
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

で
は
、
日
系
子
弟
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
表
3
は
、
一
九
三

〇
年
代
に
大
正
小
学
校
に
通
っ
た
N
S
氏
（
一
九
二
四
年
台
湾
高
雄
生
れ
）
の
お
話
を
も
と
に
、
高
等
科

時
代
一
九
三
七
年
頃
の
一
週
間
の
学
校
生
活
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

週
日
の
午
前
中
は
、
州
立
カ
ン
ポ
ス
・
サ
ー
レ
ス
小
学
校
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
授
業
、
午
後
は
大
正
小

学
校
で
日
本
語
、
週
三
回
ほ
ど
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
い
う
科
目
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
日
本
語
で

授
業
を
受
け
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
週
に
一
度
聖
州
義
塾
の
剣
道
場
に
通
い
、
た
ま
に
同
塾
の
日
曜
学
校

に
出
た
り
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
野
球
の
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、

三
番
を
打
っ
て
い
た
僕
が
行
か
な
い
と
、
試
合
も
始
ま
り
ま
せ
ん
よ
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 
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表 3：NS 氏の学校生活 
（大正小学校高等科時代 1937 年頃） 

 

で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
え
ら

れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
日
系
小
学
校
は
先
に
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
差
が
大
き
く
、
教
授

法
・
教
授
内
容
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
の
で
す
。
た
だ
、
一
九
三
〇
年
代
前

半
ま
で
は
、
教
師
は
通
常
日
本
で
教
育
を
受

け
た
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
、
日
本
と
同
じ
か

日
本
に
準
じ
た
授
業
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

教
科
書
の
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
見
て
み
る
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
っ
と
も
使
用
さ
れ
た
国
語
教

科
書
『
尋
常
小
學
國
語
讀
本
』
巻
一
（
一
九

一
八
）
の
最
初
の
単
元
は
「
ハ
ナ
」
、
『
小
學

國
語
讀
本
』
巻
一
（
九
三
三
）
は
有
名
な
「
サ

イ
タ
、
サ
イ
タ
、
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」
で
、

曜日 午前 午後 夕方以降

月 
カンポス・サーレス小学校 

（ポ語） 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習

火 
カンポス・サーレス小学校 

（ポ語） 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習

水 
カンポス・サーレス小学校 

（ポ語） 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習

木 
カンポス・サーレス小学校 

（ポ語） 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習

金 
カンポス・サーレス小学校 

（ポ語） 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）

聖州義塾

（剣道）

土 
大正小学校 

（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習・試合  

日 
野球練習 

（たまに）聖州義塾日曜学校 
（日本語・ポルトガル語） 

（試合前は）野球練習  
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い
ず
れ
も
花
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
教
育
普
及
会
に
よ
っ
て

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
語
讀
本
』
に
な
る
と
、
多
少
事
情
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
最

初
の
単
元
が
「
ハ
ナ
」
で
、『
尋
常
小
學
國
語
讀
本
』
と
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
挿
絵
に
は
桜
と
と
も
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
花
イ
ッ
ペ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
日
本
語
讀
本
』
の
教
師
用
虎
の
巻
で
あ
る
『
日
本

語
讀
本
教
授
参
考
書
』
で
は
、
こ
の
単
元
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
日
本

に
於
て
は
、
昔
か
ら
花
と
い
へ
ば
櫻
を
思
ふ
の
が
常
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、「
伯
國
に
於
て
は
、
日
本
の

櫻
に
相
當
す
べ
き
も
の
、
即
ち
國
花
と
称
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に

は
イ
ッ
ペ
イ
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
本
課
は
イ
ッ
ペ
イ
と
日
本
の
櫻
の
美
と
を
配
合
し
た
も
の
で
、
伯
國

民
と
し
て
の
感
情
と
日
本
國
民
と
し
て
の
感
情
が
融
一
的
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
」（
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
教
育

普
及
会
、
一
九
三
六
、
一
頁
）
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
的
教
育
」
と
「
ブ
ラ
ジ
ル
的
教
育
」
の
融

和
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
『
日
本
語
讀
本
』
は
総
単
元
数
一
九
五
の
内
、
か
な
り
の
数
の
素
材
が
国
定
教
書
か
ら
取
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
中
に
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
見
」
や
「
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ー
ス
」
な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
の
偉
人
・

歴
史
上
の
人
物
の
伝
記
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ラ
グ
ア
イ
戦
争
（
一
八
六
四
～
一
八
七
〇
）

の
英
雄
「
ラ
ッ
パ
兵
ジ
ェ
ズ
ー
ス
」
を
取
り
上
げ
た
単
元
（
巻
五
）
な
ど
は
な
か
な
か
興
味
深
い
と
思
い

ま
す
。 
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将
軍
の
命
令
を
受
け
た
ジ
ェ
ズ
ー
ス
は
、
さ
つ
そ
く
ラ 

ッ
パ
を
口
に
あ
て
て
、 

 
 

 

進
め
― 

吹
き
か
け
た
時
、
た
ち
ま
ち
と
び
来
つ
た
敵
の
た
ま
は 

ジ
ェ
ズ
ー
ス
の
う
で
を
つ
ら
ぬ
き
ま
し
た
。
ラ
ッ
パ
は 

口
を
は
な
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
た
ゞ
ち
ょ
っ 

と
の
間
で
、 

進
め
、
進
め 

勇
ま
し
い
ひ
ゞ
き
は
血
の
し
た
ゝ
る
う
で
で
さ
さ
へ
た 

ラ
ッ
パ
か
ら
全
軍
に
つ
た
は
り
ま
し
た
。
や
が
て
ま
た 

今
一
つ
の
た
ま
が
ジ
ェ
ズ
ー
ス
の
う
で
を
つ
ら
ぬ
き
ま 

し
た
。
け
れ
ど
も
ジ
ェ
ズ
ー
ス
は
、
ま
だ
し
っ
か
り
と 

ラ
ッ
パ
を
に
ぎ
っ
て
は
な
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
れ
は
一
見
ブ
ラ
ジ
ル
の
英
雄
を
顕
彰
す
る
意
図
の
も
と
に

写真 8：『日本語讀本』巻一表紙と同書巻五「ラッパ兵ジェズース」 
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記
載
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
日
本
人
に
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
内
容
の
お
話
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
戦
前
の
修
身
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
日
清
戦
争
の
英
雄
「
ラ
ッ
パ
卒
キ
グ
チ
コ

ヘ
イ
」
の
物
語
と
酷
似
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 
キ
グ
チ
コ
ヘ
イ 

ハ 

テ
キ
ノ
タ
マ 

ニ 

ア
タ
リ
マ
シ
タ 

ガ
、 

シ
ン
デ
モ 
ラ
ッ
パ
ヲ 

ク
チ 

カ
ラ 

ハ
ナ
シ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
（
『
尋
常
小
學
修
身
書
』
巻
一 

十
七
） 

  

こ
こ
に
は
、
先
の
新
国
家
体
制
に
お
け
る
同
化
主
義
の
圧
力
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
同
調
す
る
よ
う
な
移
民
一
世
世
代
へ
の
配
慮
と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の
側
か
ら
日
本
語
教
育
の
生
き
残
り
を
か
け
て
の
同
化
主

義
へ
の
歩
み
寄
り
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
日
本
的
教
育
」
と
「
ブ

ラ
ジ
ル
的
教
育
」
の
融
和
と
い
う
理
想
の
も
と
に
、
聖
州
義
塾
の
小
林
美
登
利
が
思
い
描
い
た
よ
う
な
一

種
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
、「
大
和
魂
を
も
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
市
民
」
創
造
へ
の
希
求
が
背
景
に
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

次
に
、
日
系
小
学
校
の
教
育
の
特
徴
と
し
て
重
要
な
も
の
に
課
外
活
動
が
あ
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て
、
野
球
・
陸
上
・
相
撲
・
柔
剣
道
・
学
芸
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
正
小
学
校
で
は
、
校



32 

内
新
聞
を
発
行
す
る
新
聞
部
や
園
芸
部
の
活
動
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
中
で
も
、
野
球
・
陸
上
と
い
う
の
は
ブ
ラ
ジ

ル
で
も
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
花
と
い
わ
れ
、
各
地
で
対
校
試
合

や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
で
は
、
学
芸
会

や
運
動
会
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
機
関
の
大
部
分
を
占
め
る
農
村
地

帯
の
日
系
小
学
校
で
は
、
何
度
も
言
い
ま
す
が
、
日
本
語
教

育
と
い
う
よ
り
、「
日
本
人
」
に
な
る
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ

て
い
た
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
授
業
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
多
く
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
き
れ
な
い
点
も
あ
る
の
で
す
が
、
少

な
く
と
も
三
〇
年
代
農
村
部
の
父
兄
の
願
い
と
し
て
は
そ
う

い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い

っ
た
学
校
で
は
、
理
念
的
に
は
、
朝
礼
か
ら
授
業
、
終
礼
ま

で
、
す
べ
て
が
日
本
文
化
の
継
承
と
い
う
目
的
の
も
と
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、

写真 9：暁星学園の学芸会（1935）イサク岸本氏提供 
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正
月
の
元
旦
四
方
拝
、
二
月
の
紀
元
節
、
天
長
節
、
明
治
節
の
四
大
節
は
、
学
校
に
と
っ
て
も
、
各
地
の

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
も
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
農
村
で
は
、
ご
真
影
や
教
育
勅
語

の
奉
安
所
を
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
員
を
集
合
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
空
間
は
小
学
校
し
か
な
く
、

こ
れ
ら
の
儀
礼
は
学
校
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
天
長
節
に
行
わ
れ
て
い
た
運
動
会
は
、
学
芸
会
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
あ
げ
て
の
重
要
行
事
で
あ
り
、
数
少
な
い
娯
楽
の
一
つ
で
し
た
。
ま
た
、
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巡
回
す
る
映
画
上
映
会
が
さ
か
ん
で
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
か
ら
、
こ
れ
も
学

校
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
大
正
小
学
校
で
は
、
三
〇
年
代
に
狂
言
な
ど
が
上
演
さ

れ
て
お
り
、
一
九
三
七
年
一
一
月
一
二
日
に
は
、
同
小
学
校
を
訪
れ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
藤
原
義
江
に
よ
っ

て
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
校
と
い
う
も
の
が
、
一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
村
の
集
会
所
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
重
要
性
は
、
日
本

国
内
の
比
で
は
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
⑩

。 

 

ま
と
め
に
か
え
て 

で
は
、
今
日
の
お
話
の
ま
と
め
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
日
本
人
の
移
民
史
と
い
う
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
米
国
な
ど
多
く
の
国
々
に
ま
た
が
っ
て
は
い
る
（
越
境

し
て
い
る
）
が
、
ま
ち
が
い
な
く
日
本
の
近
現
代
史
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
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ル
近
現
代
史
の
一
部
と
も
重
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
今
日
紹
介
し
た
日
本
的
教
育
文
化
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
移
植
と
展
開
と
い
う
よ
う
な
事
象
を
歴

史
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
「
日
本
史
」
の
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
く
な
っ
て
も
い
ま
す
。

日
本
に
は
『
史
学
雑
誌
』
と
い
う
権
威
あ
る
月
刊
歴
史
学
雑
誌
が
あ
り
、
毎
年
の
第
5
号
で
「
回
顧
と
展

望
」
と
い
う
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
歴
史
研
究
を
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
・
紹
介
し
、

批
評
を
加
え
る
と
い
う
特
集
を
組
み
ま
す
。
研
究
ご
と
に
、
歴
史
理
論
、
日
本
、
東
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ほ
ぼ
地
域
別
に
分
け
、
さ
ら
に
日
本
の
場
合
は
考
古
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
現
代
と

時
代
別
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
近
現
代
の
場
合
、
さ
ら
に
総
論
、
政
治
、
経
済
、
外
交
、
美
術
史

な
ど
に
分
類
し
て
論
じ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
「
移
民
史
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
な
い
の
で
す
が
、

今
年
二
〇
一
〇
年
第
5
号
の
「
回
顧
と
展
望
」
で
は
、
総
論
の
部
分
で
、
劉
傑
・
三
谷
博
・
楊
大
慶
編
『
国

境
を
越
え
る
歴
史
認
識
』（
東
大
出
版
会
）
の
提
示
し
た
問
題
意
識
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
で
新
た
に
作
ら
れ
た
総
合
展
示
室
「
現
代
」
の
「
展
示
：
戦
争
と
平
和
」
が
「
一
国
主
義
的
な

視
野
に
陥
る
こ
と
な
く
、
膨
張
す
る
帝
国
の
様
相
を
人
の
移
動
か
ら
捉
え
る
視
角
を
説
明
し
て
お
り
、
展

示
を
見
る
際
の
示
唆
を
与
え
る
」
と
評
価
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
（
『
史
学
雑
誌
』
第
119
編
第
5
号
、
二

〇
一
〇
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）
。
つ
ま
り
、
移
民
史
の
持
つ
広
い
視
野
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
歴
史
学
の

中
で
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
日
本
史
・
日
本
研
究
の
裾
野
と
可
能
性
を
広
げ
る
た
い
へ
ん
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有
力
で
将
来
性
の
あ
る
分
野
で
あ
る
と
言
え
る
わ
け
で
す
⑪

。 

「
移
民
」
と
い
う
も
の
を
、
「
あ
る
国
か
ら
他
の
国
へ
移
動
し
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
期
間
定
着
す
る
人

び
と
」
と
広
く
定
義
す
る
と
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
多
く
の
移
民
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
皆
さ
ん
に
関
わ
る
も
っ
と
身
近
な
例
で
い
う
と
、
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
、
例
え
ば

外
国
に
留
学
し
て
、
そ
の
国
で
就
職
し
た
り
、
そ
の
国
の
人
と
結
婚
し
て
そ
の
土
地
で
生
活
す
る
と
、「
移

民
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
国
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
そ
の
国
の
国
籍
法
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う

な
出
生
地
主
義
の
国
だ
と
、
そ
の
国
の
市
民
権
が
生
れ
る
わ
け
で
す
。
日
本
人
が
簡
単
に
外
国
に
出
か
け
、

留
学
し
た
り
、
退
職
者
ビ
ザ
で
長
期
滞
在
す
る
こ
と
が
ふ
つ
う
に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち
の
周
り
に
い
る

人
び
と
、
あ
る
い
は
私
た
ち
自
身
が
移
民
に
な
る
可
能
性
は
た
い
へ
ん
大
き
い
わ
け
で
す
。
こ
う
考
え
る

と
、
移
民
と
い
う
も
の
が
私
た
ち
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
身
近
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
こ
の
世
界
の
中
で
、
私
た
ち
は
移
民
史
と
い
う
も
の

を
「
我
々
の
歴
史
」
と
し
て
再
認
識
し
、
そ
の
中
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
、
私
た
ち
の
子
孫
に
伝
え
て
い

く
権
利
と
義
務
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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〇
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植
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〇
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. D
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編
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一
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『
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剌
西
爾
年
鑑
』
下
巻 

伯
剌
西
爾
時
報
社 

伯
剌
西
爾
時
報
編
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
（
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
一
日
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ブ
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ル
日
本
移
民
70
年
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
八
〇
）
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
70
年
史
』
ブ
ラ
ジ
ル
日
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本
文
化
協
会 

前
山
隆
（
二
〇
〇
一
）
『
異
文
化
接
触
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
御
茶
の
水
書
房 

み
す
ゞ
「
耕
地
巡
遊
を
終
へ
て
（
三
）
」
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
34
号
（
一
九
一
八
年
四
月
二
六
日
） 

森
本
豊
富
（
二
〇
〇
七
）「
越
境
す
る
民
と
教
育
―
越
境
者
の
類
型
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
」
森
本
豊
富
・

ナ
カ
ニ
シ
・
ド
ン
編
著
『
越
境
す
る
民
と
教
育
―
異
郷
に
育
ち
地
球
で
学
ぶ
―
』
あ
お
で
み
あ
書
斎

院 

山
田
廸
生
（
一
九
九
八
）『
船
に
み
る
日
本
人
移
民
史
―
笠
戸
丸
か
ら
ク
ル
ー
ズ
客
船
へ
―
』
中
央
公
論
社 

吉
田
亮
（
二
〇
〇
五
）「
日
本
人
移
民
の
越
境
教
育
史
に
向
け
て
」
吉
田
亮
編
著
『
ア
メ
リ
カ
日
本
人
移
民

の
越
境
教
育
史
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
三
～
二
五
頁 

輪
湖
俊
五
郎
（
一
九
三
九
）『
バ
ウ
ル
ー
管
内
の
邦
人
』〔
石
川
友
紀
監
修
（
一
九
九
九
）『
日
系
移
民
資
料

集
南
米
編
25
巻
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
に
再
録
〕 

A
C

A
L

 (1996). L
iberdade. A

C
A

L
 

D
E

M
A

T
IN

I, Z
elia de B

rito F
abri &

 E
S

P
Ó

S
IT

O
, Yara L

ú
cia

（1989

）“S
ão P

au
lo n

o In
ício 

do 
S

écu
lo 

e 
S

u
as 

E
scolas 

D
iferen

ciadas”. 
In

. C
iência e 

C
ultura: R

evista 
da 

S
ociedade B

rasileira para O
 P

rogresso da C
iência . S

ão P
au

lo, pp.981-995. 

FA
U

S
T

O
, B

oris

（1994

）H
istória do B

rasil, S
ão P

au
lo, E

du
sp.  
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N
E

G
A

W
A

, S
ach

io 

（2009

）“T
ipologia e C

aracterística das In
stitu

ições E
du

cacion
ais 

N
ikkeis n

o B
rasil do P

eríodo P
ré-G

u
erra”. In

. A
nais do E

N
P

U
L

L
C

J 2009. S
ão 

P
au

lo, F
F

L
C

H
/U

S
P. 

S
H

IB
A

T
A

, H
irom

i

（1997

） A
s E

scolas Japonesas P
aulistas (1915-1945): A

firm
ação de 

U
m

a Identidade É
tnica.  S

ão P
au

lo, D
issertação de M

estrado da F
F

L
C

H
/U

S
P. 

教
科
書
類 

『
尋
常
小
學
修
身
書
』
巻
一
（
一
九
一
八
）
文
部
省
〔
海
後
宗
臣
編
（
一
九
六
二
）『
日
本
教
科
書
大
系
・

近
代
編
』
第
三
巻
に
再
録
〕 

『
尋
常
小
學
國
語
讀
本
』
巻
一
（
一
九
一
八
）
文
部
省
〔
海
後
宗
臣
編
（
一
九
六
三
）『
日
本
教
科
書
大
系
・

近
代
編
』
第
七
巻
に
再
録
〕 

『
小
學
國
語
讀
本
』
巻
一
（
一
九
三
三
）
文
部
省
〔
海
後
宗
臣
編
（
一
九
六
三
）『
日
本
教
科
書
大
系
・
近

代
編
』
第
七
巻
に
再
録
〕 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
教
育
普
及
会
編
（
一
九
三
六
）
『
日
本
語
讀
本
』
巻
一
、
巻
五 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
教
育

普
及
会 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
教
育
普
及
会
編
（
一
九
三
六
）
『
日
本
語
讀
本
教
授
参
考
書
』
巻
一 

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

教
育
普
及
会 
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ブラジル日系教育史略年表 
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＊カトリック教義研究会編（1949）『ギード神父とサン・フランシスコ学園』カト

リック教義研究会、小林美登利（1936）「聖州義塾略史」『聖州義塾々報』7、サ

ンパウロ人文科学研究所編（1996）『ブラジル日本移民・日系社会史年表－半田

知雄編著改訂増補版－』サンパウロ人文科学研究所、佐藤皓一編（1985）『財団

法人赤間学院創立五十年史』財団法人赤間学院、ACAL (1996). Liberdade. ACAL
などとインタビューに拠り作成。 
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註 

                                        
 

① 
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
の
邦
字
新
聞
『
伯
剌
西
爾
時
報
』
一
九
三
八
年
一
〇
月
二
一
日
付
の
記
事
に
は
、
日
本
人
小
学
校
四

七
六
校
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
門
芳
雄
他
（
一
九
四
一
）「
刊
行
の
辞
」
に
は
、「
全
伯
六
百
に
餘
る
日
本
語
學

校
の
存
在
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
太
平
洋
戦
争
直
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
（
語
）
学
校
数

は
約
五
〇
〇
～
六
〇
〇
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
沼
田
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系

植
民
地
（
日
本
人
移
民
の
地
域
共
同
体
）
は
二
一
三
五
ケ
所
に
も
の
ぼ
り
、
ど
ん
な
小
さ
な
植
民
地
で
も
学
校
は
あ
っ
た

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
な
私
塾
的
な
も
の
も
含
め
る
と
、
実
に
多
く
の
教
育
機
関
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。 

②

旧
植
民
地
や
ハ
ワ
イ
・
米
本
土
を
対
象
と
す
る
主
な
研
究
と
し
て
は
、
小
島
（
一
九
九
九
）
、
小
島
編
（
二
〇
〇
三
）
、
吉

田
編
（
二
〇
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。 

③ 

笠
戸
丸
移
民
の
内
訳
は
、
七
八
一
人
の
契
約
移
民
（
一
六
五
家
族
七
三
三
人
、
独
身
者
四
八
人
）
の
他
、
自
由
渡
航
者

一
二
人
。
皇
国
殖
民
会
社
社
長
の
水
野
龍
、
同
社
ブ
ラ
ジ
ル
業
務
代
理
人
上
塚
周
平
も
同
船
し
た
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科

学
研
究
所
編
、
一
九
九
六
、
二
七
頁
）
。 

④ 

た
だ
し
、
大
正
小
学
校
が
私
立
公
認
校
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
一
九
一
九
年
で
あ
り
、
一
九
一
七
年
の
「
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
非
ブ
ラ
ジ
ル
系
学
校
統
計
」
に
は
、
ま
だ
日
系
教
育
機
関
は
一
校
も
現
れ
て
い
な
い
（D

E
M

A
T

IN
I &

 E
S

P
Ó

S
IT

O
, 
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1989, p. 982

）
。
大
正
小
学
校
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
根
川
（
二
〇
〇
八
a
）
、
同
（
二
〇
〇
八
b
）
参
照
。 

⑤ 
み
す
ゞ
（
一
九
一
八
年
四
月
二
六
日
）
は
、
当
時
コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
帯
で
あ
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
北
西
部
リ
ベ
ロ
ン
・

プ
レ
ト
周
辺
四
八
ヶ
所
の
日
本
人
入
植
耕
地
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
同
地
域
の
日
本
人
八
八

〇
家
族
で
、
七
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
学
齢
児
童
総
数
は
、
四
五
〇
に
達
し
た
と
い
う
。
記
者
は
こ
の
中
で
、
彼
ら
児
童

が
「
前
記
四
百
を
越
ゆ
る
学
齢
児
童
中
通
学
者
僅
か
に
四
十
（
二
十
余
人
は
伯
人
学
校
へ
、
十
三
人
は
サ
ン
タ
、
ガ
ブ
リ

エ
ラ
耕
地
内
に
設
け
ら
れ
し
河
瀬
権
之
丞
氏
経
営
の
小
学
校
へ
）
に
充
た
ざ
る
」
と
い
う
就
学
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
こ

と
を
報
告
、
「
子
孫
を
度
外
視
し
て
植
民
の
発
展
を
期
す
べ
か
ら
ず
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
。 

ま
た
、
輪
湖
（
一
九
三
九
）
は
、
こ
の
地
方
の
日
本
人
移
民
子
弟
の
教
育
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
大
正
七
年
の
初
頭
、
当
時
私
が
ブ
ラ
ジ
ル
時
報
の
編
集
に
携
わ
っ
て
居
た
頃
、
自
身
の
興
味
か
ら
リ
ベ
ロ
ン
・
プ

レ
ト
を
中
心
と
し
た
邦
人
家
族
の
子
弟
教
育
に
関
し
、
之
が
調
査
の
為
め
、
四
十
余
日
を
費
し
行
脚
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
即
ち
其
頃
日
本
人
は
、
未
だ
珈
琲
園
移
民
の
域
を
脱
せ
ず
、
従
っ
て
多
く
此
地
方
に
在
住
し
て
居
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
調
査
耕
地
は
四
十
数
ヶ
所
、
一
千
家
族
近
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
教
育
な
ど
し
て
居
る
所
は
一
ヶ
所
も

無
く
、
而
か
も
父
兄
の
希
望
は
、
如
何
に
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
語
を
習
得
せ
し
む
る
か
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
此
ブ
ラ
ジ
ル
学

校
さ
へ
大
耕
地
を
除
く
外
は
、
殆
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
時
の
私
の
結
論
は
、
児
童
教
育
を
中
心

と
す
る
以
上
、
一
日
も
早
く
土
地
を
所
有
せ
し
め
て
集
団
せ
し
む
る
外
上
策
は
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
し
た
」
（
同
、

五
一
～
五
二
頁
） 
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⑥ 

以
下
の
史
料
引
用
に
関
し
て
、
一
部
旧
字
体
を
新
字
体
に
、
旧
仮
名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。 

⑦ 
こ
う
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
当
局
者
の
「
危
機
感
」
は
日
系
教
育
機
関
に
対
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
系
や
ド
イ
ツ

系
教
育
機
関
に
対
し
て
も
抱
か
れ
て
い
た
（S

H
IB

A
T

A
, 1997, p. 43

）
。 

⑧ 

洋
上
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
山
田
（
一
九
九
八
）
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。 

⑨ 

こ
の
時
の
州
教
育
令
に
は
、「
一
、
外
国
語
以
外
の
科
目
は
総
て
教
授
す
べ
し
。
二
、
十
歳
未
満
は
年
齢
の
如
何
に
か
ゝ

は
ら
ず
、
国
語
文
盲
者
に
外
国
語
を
教
授
す
る
こ
と
を
禁
ず
。
三
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
理
・
歴
史
の

教
授
は
、
監
督
課
よ
り
指
定
す
る
時
間
数
を
以
て
、
生
来
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
又
は
帰
化
人
の
有
資
格
者
に
よ

り
担
任
せ
ら
る
べ
き
こ
と
」
（
青
柳
編
、
一
九
五
三
、
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
）
な
ど
の
規
定
が
あ
っ
た
。 

⑩ 

前
山
（
二
〇
〇
一
）
は
、
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
植
民
地
に
お
け
る
学
校
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
抽
象
化
し
て
描
写

し
て
い
る
。
「
植
民
地
に
お
け
る
天
皇
崇
拝
の
中
心
は
「
日
本
学
校
」
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
「
日
本
語
学
校
」
と

い
う
呼
称
が
一
般
化
し
た
が
、
戦
前
に
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
ガ
ッ
コ
ウ
」
と
呼
ば
れ
た
。
（
中
略
）
日
本
学
校
は
日
本
人
会
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
そ
こ
に
は
必
ず
「
御
真
影
」
が
安
置
さ
れ
、
教
育
勅
語
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
学
校
は
子
弟
教

育
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
人
会
の
集
会
場
で
あ
り
、
青
年
団
・
処
女
会
の
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
産
業

組
合
の
事
務
所
で
あ
っ
た
り
し
た
。
新
年
の
四
方
拝
、
紀
元
節
、
入
植
記
念
祭
、
天
長
節
（
運
動
会
を
伴
う
。
戦
後
、
メ

ー
デ
ー
の
休
日
を
抱
き
合
わ
せ
、
ま
た
は
そ
れ
に
横
す
べ
り
し
て
、
メ
ー
デ
ー
の
日
に
運
動
会
を
天
長
節
の
祝
祭
の
雰
囲

気
で
継
続
し
て
き
て
い
る
）
、
卒
業
式
な
ど
に
際
し
て
は
、
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
植
民
地
の
全
員
が
参
列
し
て
、
皇
居
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遥
拝
（
「
東
方
遥
拝
」
と
も
言
っ
て
、
「
日
本
遥
拝
」
を
意
味
し
た
）
、
御
真
影
へ
の
最
敬
礼
、
勅
語
奉
読
、
君
カ
代
斉
唱

な
ど
の
儀
式
が
、
大
抵
の
行
事
に
先
行
し
て
行
わ
れ
た
」
（
前
山
、
二
〇
〇
一
、
五
五
頁
）
。 

⑪ 
越
境
す
る
人
び
と
へ
の
視
点
と
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
吉
田
（
二
〇
〇
五
）
、
森
本
（
二
〇
〇
七
）
を
参
照
。
日

本
史
研
究
に
お
け
る
移
民
史
研
究
の
射
程
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
坂
口
（
二
〇
〇
四
）
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
る
。 



 

 

地図 1：ブラジル全図 

地図 2：ブラジル東南部参考地図 



発表を終えて

20代の頃、バックパックを背負って、世界のあちこちを旅しました。1992
年、20代の最後にはじめてブラジルを訪れ、カルナヴァルの熱狂の中、すっ

かりブラジルの虜となってしまった私でした。ブラジルに住むようになったの

は1996年のことでしたが、その後十数年もかの地で暮らすことになろうとは

想像もしていませんでした。

夢をいだいて故郷を後にし、何十日もの航海を経て異国にたどり着き、ハワ

イで、アメリカで、そしてブラジルで、パラレルな「近現代史」を築いてきた

移民の存在と記憶は、圧倒的なものとして私たちに迫ってきます。それは日本

からブラジルに渡って十数年を過ごした私個人の体験とも、すべての日本人の

近現代史とも重なり、響きあっているのです。こうした驚きや感動を、日文研

フォーラムを通じて、皆さんと共有し、記録にとどめることができたらと思い

ました。

今年、私は外国人研究員として日文研に受け入れていただきましたが、日本

人である私が十数年の外国暮らしの後、「外国人」として日本に帰ってくるこ

とに面白みを感じています。千年王城の地であり、またかつて青春時代を送っ

た懐かしく美しいこの京都で、授業や会議から解放され、ブラジルでの体験や

研究を見つめ直し、新たな調査成果を加えながら再編・彫琢する機会をいただ

いたことは、誠に幸運なことであったと言わねばなりません。

私の研究はまだまだ途上にあり、移民研究の持つ広い領野とダイナミズムの

前で、その可能性の大きさにとまどい、さまよっているというのが正直な気持

ちです。ただ、ブラジルと日本との往還の中で、少しでも「移民」（=移動す

る人びと）と共感し、この人びとの物語を素描し、お伝えすることができると

したら、寄り道の多い私の人生も、あながち無駄ではなかったと言えるのかも

しれません。そんな気持ちで、今回の訪日研究に臨んだ私でした。

外国人研究員としての任期も後わずかとなりましたが、受入れ教官として

ご指導いただいた上、今回の発表ではユーモラスなコメントとともに多くの質

問をおまとめいただいた井上章一先生、フォーラムの準備をしていただいた郭

南燕先生、研究についてご助言をいただいた諸先生方、研究協力課の皆様に厚

くお礼を申し上げたいと思います。今後ますます日文研とブラジルの研究機関

との交流が発展していくのをお祈りするとともに、私自身このご縁を大切にし

ていきたいと思います。

また、発表と本稿の執筆に当っては、文中に引用させていただいたNS氏は

じめ、ブラジルと日本の多くの方々にインタビューや資料収集でご協力をいた

だきました。ここには一々お名前を挙げることはできませんが、お世話になっ

た一人一人のお顔を思い出しながら、この場を借りて感謝の言葉をお贈りした

いと思います。

ありがとうございました。Muito obrigado!
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